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子ども達と赤十字

VOL.65

夏のシーズンは、子ども達が赤十字に
ふれあう機会がたくさんありました♪

【この記事についての問い合わせ先】

鹿児島赤十字病院 ☎099-261-2111（代表）

新ワークシステム導入について

「ロコモティブシンドローム」
を予防しよう！
鹿児島赤十字病院　整形外科　砂　原　伸　彦

スナ　　　　ハラ　　　　ノブ　　　　ヒコ

　身近なものを使って浮く方法やおぼれた人を
安全に救助する方法など、水の事故からいのち
を守るために必要な知識や救助方法を親子で楽
しく学びました！

　近年の医療は機器の高度化、情報化が進んでおります。ま
た、画像もアナログからデジタルへの移行など、変革の時期を
迎えております。当院の画像情報も自動現像システムから2003
年2月にCRシステム、2015年11月にフラットパネル（FPD）
へと移行しました。アナログからデジタルとなり無線で操作コ
ンソールやPC、PACSに画像を送信できるようになりました。 
　新CRシステム（フラットパネル（FPD）システム）は、操作
性や可搬性が向上し撮影時間の短縮に絶大なる効果を発揮しま
す。さらには、X線被曝の低減、患者さまの待ち時間を大幅に短
縮することができます。また、これまでよりも高画質となり
日々の診療の一助として、ひいては患者さまが満足いただける
医療の提供につながると考えています。

　「ロコモティブシンドローム（略称：ロコモ/和名：運動器症候
群）」は加齢に伴って、骨・関節・筋肉など身体を支えたり動かし
たりするための器官や組織（運動器）が衰えている、または衰えは
じめている状態のことです。そのまま放っておくと将来、介護が必
要な状態になってしまう危険性が高くなります。
　自分の「運動器」の衰えを早めに察知してロコモ予防に努めるこ
とが大切です。骨や筋肉のピークは20～30代とされています。今
後の生活で何もしないと骨も筋肉もどんどん衰えていきます。

以下の１つでも当てはまればロコモの心配があります。

　１．家の中でつまずいたり滑ったりする
　２．階段を上がるのに手すりが必要
　３．15分くらい続けて歩くことが出来ない
　４．横断歩道を青信号で渡りきれない
　５．片脚立ちで靴下がはけなくなった
　６．2kg程度の買い物をして持ち帰るのが困難である（１Lの牛乳パック2個程度）
　７．家のやや重い仕事が困難である（掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）

　ロコモ予防にはロコモトレーニングの「片脚立ち」と「スクワット」がおすすめです。ストレッチや
関節の曲げ伸ばし、ラジオ体操、ウォーキングなど暮らしの中に色々な運動を積極的に取り入れてロコ
モを予防しましょう。

親子で体験！「海の安全教室」

 リーダーとして必要な自主・自律の精神を身につ
け、赤十字や青少年赤十字に関する知識や技術、
生活態度全般にわたっての理解を深めました。

　鹿児島県内の高校生２名をベトナムへ派遣し、
海外青少年との交流や異文化への理解を通じて国
際性豊かな青少年を育成するためのプログラムを
九州管内の仲間とともに体験しました。

日本赤十字社鹿児島県支部評議員による審議の結果、新たに鹿児島県
知事　三反園訓が選出され、平成28年7月28日付で支部長に就任しま
したことをご報告いたします。

　小学４～６年生が医師・看護師・献血者役な
どに扮し、献血に楽しくふれあいながら、献血
の重要性を学びました。
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鹿児島県支部

青少年赤十字
リーダーシップ・トレーニング・センター

日本赤十字社第6ブロック
青少年赤十字海外派遣事業 楽しく学ぼう！「キッズ献血」

日本赤十字社
鹿児島県支部 新支部長

就任のお知らせ

放射線科部

骨・関節・筋肉の衰え

歩行能力の低下

要介護や寝たきりに
なる危険性

本システムの整備にあたり、（社）日本損害
保険協会寄附金を整備資金の一部として
充当させていただいております。

　近年、ご自分や故人の財産の一部、或いは「香典返し」
に代えてご香典の一部を広く社会に役立てたいという
ご相談やお申し出を多くいただいております。
　当県支部では、こうした尊いご意思に応えるために、
遺産・相続財産の寄付などを承っております。また、
これらの寄付金には非課税となる税制上の優遇措置が
あります。
　詳しくは、日本赤十字社鹿児島県支部組織振興課ま
でお問い合わせください。

ご自身や故人の思いを赤十字へ












